





















































































































































































































































































































































































































































































① 1，369 0，606 0．50 35．0
② 1，398 0，692 7．00 14．0
③ 1，416 0，774 2．00 41．5
④ 1，610 0，978 0．00 39．0
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Fig－8　Model　of　slope　stabiHty　analysis
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4－3　降雨量と斜面の安定性
　（1）降雨浸透状況
　Fig．一9に総降雨量loo㎜と，400㎜に対する湿潤前
線の分布を示す。同図中にはのり虚心付近の発生流速
を示している。湿潤前線は降雨量の増大とともに斜面
内へ浸透しているが，地下水位を上昇させるまでには
至っていない。これは，斜面内での雨水の到達距離並
びに斜面に一度浸透した雨水がのり尻部から流出する
ことが影響していると考えることができる。すなわち，
降雨量200皿を越えて湿潤前線と地下水面が完全につ
ながった時点より斜面内からのり尻部に向かって大き
な流速が発生していることからも推察できる。この結
果は，浸透水が流出するような斜面においては，のり
尻部に発生する過大な流速のために，斜面内の土砂が
流出する可能性を示唆しているといえる。
　（2）斜面の安定性
　Fig．一10に総降雨量と安全率の関係を示す。対象と
した斜面の安全率は降雨以前では瓦＝1．4とかなりの
安定性を有しているものの降雨浸透によって次第に安
全率は低下し，総降雨量が200皿を越えると切土斜面
の基準安全率瓦＝1．2を下回るようになる。更に，総
降雨量が400mに達すると安全率は1．0を下回り斜面は
不安定となる。このように，斜面内への雨水浸透によ
る自重の増加に加えてのり尻部へ向かう浸透力の作用
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に併記した。浸透流解析に用いた降雨は，今回観測降
雨の中でも最も降雨強度が大きい降雨を参考にして，
降雨強度20㎜1hを20時間連続的に与えることとした。
　0β　　　　0　　　　　　　100　　　　　　200　　　　　　300　　　　　　400
　　　　　　　　　Rainfall　（㎜）
Fig－10　Relation　between　safety　factor　and　rainfa11
によって安全率は低下することとなる。安全率の低下
割合は総降雨量100mと200mを境に変化しており，こ
れはFig．一9で示した湿潤前線と地下水面が完全に
つながった時点，すなわち浸透力の作用方向が鉛直下
方からのり尻部に向かう時点と一致していることから
も説明できる。これより，斜面の安定性には，降雨浸
透に伴う湿潤前線の進行≧地下水位が大きく関係して
いると考えることができる。
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5．まとめ
　豪雨時における斜面の安定性を評価するための一つ
の試みとして現地斜面で降雨浸透特性を捉え，その結
果に基づいた浸透流解析と安定解析によって斜面の安
定性と降雨の関係について検討を加えた。これより明
らかとなった事項を以下にまとめる。
　（1）雨水の最大浸透深さは，連続降雨量が100mで
　　2．0～2．5m，連続降雨量が285mに達すると3．Om
　　を越えており，豪雨時には雨水の浸透がかなり深
　　くまで及ぼすと考えられる。
　（2）斜面表層付近の雨水浸透は，鉛直一次元方程式
　　でよく表現できる。
　（3）現地での透水係数は室内試験結果より1オーダ
　　大きく見込む必要がある。
　（4）斜面の安定性には，浸透力とその作用方向が大
　　きく影響することから，これを取り入れた解析が
　　必要である。
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